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平成29(2017)年６月１８日

MISTEE講座　2017年　第４回天体観望会(生涯学習センター)
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MISTEE　武村精一
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1． ７月1日(土曜)の天文データ（三次市）

	　旧暦
	閏5月8日
	月の出時刻
	12：20

	日の出時刻
	5：00
	月の入時刻
	なし

	日の入時刻
	19：24
	月齢(21時現在)
	7.4

	天文薄明開始
	
	天文薄明終了
	


２．注意事項

（1） 懐中電灯は、明るくしないでください。→夜間の眼が慣れた状態で、急に明るい光が入ると、眼を傷めることがあります。

（2） 危険な場所には立ち入らないでください。

（3） スタッフの指示に従ってください。（足元に注意を含む）
３、観測地のデータ

三次市十日市東　生涯学習センター
緯度：34度12分、経度：132度　55分　標高155m
４．惑星の観測条件
	水星　
	夕方　　×
	金星
	明け方　◎
	火星
	夕方　　×

	木星　
	夕方　　◎
	土星
	一晩中　◎
	
	


主な天文現象：18：47　月と木星が接近（2度04分）
３．星空の見え方
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２０：３０　西　の空
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２０：３０　南　の空
（3） [image: image17.jpg]i
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２０：３０　東　の空　
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２０：３０　北　の空　
５．星座とは

星座とは、天空の恒星をその見かけ上の位置によって結びつけ、動物や人物などに見立てて、天球上の区分としたものです。現在、学問上は古代ギリシャの星座を元として加除整理し、南天の星座を追加したものです。現在８８星座あります。(日本から全ては見えません)

見つけ方のポイントとしては、明るい星を目印に行うと良でしょう。この時期は、天頂には、天頂の春の大曲線を見つけます。（木星も近くにあるので注意）　また、西空天の川の間にある、夏の大三角を最初に見つます。夏の大三角をたよりに、星座を見つけていきます。
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６．夏に見られる主な星雲、星団の一覧と月

[image: image4.wmf]区分

名称 *1 

位置と種類

双眼

鏡

小口径

屈折

屈折反

射低倍

屈折反

射高倍

備考

M8

射手座　散光星雲

◎

◎

◎

○

P7に詳細位置

M20

射手座　散光星雲

◎

◎

◎

○

P7に詳細位置

M27

こぎつね座　アレイ

○

◎

◎

◎

P7に詳細位置

M51

琴座　リング星雲

×

◎

◎

◎

P7に詳細位置

M31

アンドロメダ　小宇宙

◎

◎

◎

○

M4

さそり　球状星団

×

◎

◎

◎

P7に詳細位置

M13

ヘラクレス　球状星団

×

◎

◎

◎

P7に詳細位置

M22 

いて座　球状星団

×

◎

○

◎

M5 

いて座　散開星団

◎

◎

○

×

P7に詳細位置

M6

いて座　散開星団

◎

◎

○

×

P7に詳細位置

スバル

おうし座

◎

○

○

×

P7に詳細位置

h-Χ

ペルセウス2重星団C

◎

○

○

×

２重星

アルビレオ

白鳥座　βの恒星

×

○

○

◎

P7に詳細位置

星雲

星団



月の見え方

[image: image5.jpg]2 L

& Ver

s
L pATUE T,

S @r e
FIE A )

300 @M10

(¥}

Gt .
Vg 6383 5
.

6302 b
() ;" w

s Feuw
i

P BHBO o

CephtiE
E oL@
6341

E>AAELOE ¢
e 5

=

<U»<E 6752

@00 ~GEZE OZKE O “EE ®RT L HHER O KREM OBERET





　　　→　双眼鏡にも適した星雲星団

→望遠鏡にも適した星雲星
７．天体の単位
（１）地球と天体までの距離
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（２）天体の明るさ
ＢＣ１５０年頃、ギリシャのヒッパルコスという人が、肉眼で星空を見て、明るい恒星を２０個ほど選び１等級の星とした。一般には、１等級の星を略して１等星という。肉眼で見える最も暗い恒星を６等星（６等級の星）とし、その間を２等星、３等星、４等星、５等星とした。等星は明るさの順位のようなもの。星の明るさを光のエネルギーとして測定すると、１等星の明るさは６等星の明るさの１００倍となります。１等星ちがうと明るさは２．５１２倍になります。
(１等星と6等星の差は５等星です。2.512X2.512X2.512X2.512X2.512=100倍)
　１等星より明るい星は０等星、－１等星、－２等星・・・とします。
望遠鏡を使えば６等星より暗い星も沢山あるが、７等星、８等星、９等星・・・としている。
実際は同じ明るさの星でも、近くにあると明るく、遠くにあると暗く見える。星の真の明るさを比較するのには距離を調べる必要がある。天体の明るさは、距離によって変わる。このため、明るさを比較するために、地球から３．２６光年に位置した場合の明るさを基準とした絶対等級を決める。冬の星座のひとつ「おおいぬ」座の明るい星シリウスは地球からはー1.5等と明るい。しかし実際には、8.6光年の距離があり、絶対等級は1.5等と暗くなる。太陽は4.8等となり、32.6光年では暗くなる。

８．星雲・星団について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散光星雲（さんこうせいうん）
　「散光星雲」は、星雲の一種で、銀河系内にある、ガスの塊が光って見えているものです。ガスの主な成分は、星の主な成分である水素と同じで、この水素ガスが集まって、やがて星として輝き始めます。つまり、散光星雲はその中で、新しい星が生まれている場所でもあるわけです。　散光星雲は主に星間ガスが近くの星に照らされて光って見えているもので、天の川の近くに多く見られます。(右の写真は「オリオン座」のM42)
―――――――――――――――――――――――――――――――
散開星団（さんかいせいだん）
散開星団は数十から数百個くらいの恒星がまばらに集まってできた星の集団です。その多くは銀河系の円盤の中にあります。ですから地球から見ると天の川に沿って分布しているように見えます。暗黒星雲の中で恒星が誕生する場合、複数が一度に誕生しますので、誕生したての恒星は群れをなしています。これが散開星団です。このため散開星団の恒星は若いものが多く、写真のおうし座の「すばる」（プレアデス星団、Ｍ４５）のようにまわりのガスがまだ、取り巻いている場合もあります。年が経つにつれて星々は銀河系内へバラバラに散らばっていきます。(右の写真は「おうし座」のM45)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――----
球状星団（きゅうじょうせいだん）
球状星団は数万から百万個もの恒星が球状に密集した星団です。これらの星々は重力によって球状にまとまっています。散開星団とは違って銀河系のまわりを取り巻くように分布しています。一般に球状星団の恒星は古いものが多く、銀河系の中でも最も早い時期にできたと考えられています。　(右の写真は「うさぎ座」M79を大望遠鏡で撮影したもの)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――----
銀河（小宇宙）　（ぎんが・しょううちゅう）
銀河（小宇宙）は銀河系外にある他の銀河です。銀河といえばアンドロメダ大星雲というくらい、アンドロメダ大星雲が有名で、肉眼でもぼんやりとした楕円形に見えています。なお、3個～数10個の銀河が直径150万光年程度の範囲内に集合しているものを銀河群と呼んでいます。また、50個を越える銀河が数千万光年ほどの範囲に集合しているものを銀河団と呼んでいます。(右の写真はアンドロメダ座のM31)．
９．恒星の一生（こうせいのいっしょう）
[image: image7.png]


星の誕生

　恒星間に漂う星間ガス（主に水素とヘリウム）が集まり、中心部の温度が高まると核融合反応が起こり始め、星が誕生します。

[image: image8.png]


健康な星

　健康な星は水素がヘリウムに変わる核融合反応により燃焼します。太陽もこの状態にあります。一般に重い星ほど早く燃えていき、早いものでは数千万年で燃え尽きてしまいます。逆に軽い星は細く長く生きることができ、数百億年間もの間光りつづけます。太陽の場合の寿命は約１００億年といわれています。ちなみに現在の年齢は５０億才くらいです。

[image: image9.png]


赤色巨星

　水素を使い果たすとヘリウムが次のエネルギー源となります。こうなると星の内部はバランスを失って膨張を始め、どんどん膨れ上がって表面温度が下がります。このような星を赤色巨星と呼びます。赤色巨星はガスをどんどんと放出して、やせ衰えていきます。放出されたガスによって惑星状星雲が形成されます。太陽の場合も地球の軌道を飲み込んでしまうほどに膨れ上がり、ガスの放出によって質量の半分以上が失われます。ただしこれは５０億年も先の話です。

[image: image10.png]


星の最後

　エネルギーを使い果たすと、恒星の内部は冷えてきます。こうなると星は自分自身の重力のため収縮を始めます。収縮がどこで止まるかはその星の重さで決まります。軽いものから順に、白色矮星、中性子星、ブラックホールになり、星は一生を終えます。惑星状星雲は、この星の残骸として見えています。

。

参加者配布資料








MISTEE三次科学技術教育協会


Miyoshi Institute of Science and Technology Education





天体観測のポイント


本日のMISTEE主催の天体観望会に参加していただき、ありがとうございます。雲がなければ、まずは、西の空の土星から、観測してみましょう。（西の空の星は、早く沈んでしまうため）まだ、明るい空でも惑星は、比較的、はっきりと見えます。


西の空を見た後は、南の空に沈み始める天の川や星雲・星団をごらんください。特に、南の低い星雲・星団は、西空と同様に、早く沈んでしまいます。





*1　 M(エム)は、メシエの略称(頭文字)。メシエとは18世紀後半から19世紀初頭に活躍したフランスの天文学者。ハレー彗星の回帰を予測した。彗星を捜索するときに、彗星と似たような天体（星雲・星団のような彗星状の天体）が多いことに困った。このため、この様な天体のカタログを作った。現在、位置のはっきりしている天体は、全部で107ある。





視野　5度の範囲。6cm単眼鏡の見える範囲(口径　60mm*倍率　10倍)





天体の距離の単位は、一般に光年（こうねん）が多い。光が１光年とは光の速度で、１年間進み続け到達出来る距離。�　光の速度は秒速30万キロ（地球一周が約4万キロなので１秒間に地球を７周半するスピード）そのスピードで1年間進み続け行ける距離が１光年となる。（約９兆4千600億キロ）。ちなみに太陽と地球の距離は約１億５千万キロ。
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		区分 クブン		名称 *1  メイショウ		位置と種類 イチシュルイ		双眼鏡 ソウガンキョウ		小口径屈折 ショウコウケイクッセツ		屈折反射低倍率 クッセツハンシャテイバイリツ		屈折反射高倍率 クッセツハンシャコウバイリツ		備考 ビコウ

		星雲 セイウン		M8		射手座　散光星雲 イテザサンコウセイウン		◎		◎		◎		○		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M20		射手座　散光星雲 イテザサンコウセイウン		◎		◎		◎		○		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M27		こぎつね座　アレイ ザ		○		◎		◎		◎		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M51		琴座　リング星雲 セイウン		×		◎		◎		◎		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M31		アンドロメダ　小宇宙 ショウウチュウ		◎		◎		◎		○

		星団 セイダン		M4		さそり　球状星団 キュウジョウセイダン		×		◎		◎		◎		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M13		ヘラクレス　球状星団 キュウジョウセイダン		×		◎		◎		◎		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M22		いて座　球状星団 ザキュウジョウセイダン		×		◎		○		◎

				M5		いて座　散開星団 ザサンカイセイダン		◎		◎		○		×		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				M6		いて座　散開星団 ザサンカイセイダン		◎		◎		○		×		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				スバル		おうし座 ザ		◎		○		○		×		P7に詳細位置 ショウサイイチ

				h-Χ		ペルセウス2重星団 ジュウセイダン		◎		○		○		×

		２重星 ジュウセイ		アルビレオ		白鳥座　βの恒星 ハクチョウザコウセイ		×		○		○		◎		P7に詳細位置 ショウサイイチ






